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Rathke'screftcystは 卜/L一二E鞍内に認め吊 .tる 卜癌

性の轟腰で Rathke'spouchの選残より発生するとい

われている.今回我 々は l〕ituitこ1汀 Stalkに発生 し,組

織学的に Rathke'si-reftcyslと考え乙､)わた稀な 1例

を経験 したので報告する.症例 :71才女性.軽度の頭部

外傷後の頭痛を主訴として来院,CT にて supuTaSellar

tumorを疑われて入院.神経学的異常所見無 し 視野,

視J)は正常.Hormonalexami11ationはit:.'肯.頭蓋単

純写で scllilrLTl変化は無 し.CT で supurasellarに

-部健かに増強効果を認める 豆sodensはyな massを認

めた.MRIでは chiasma直下をこm拡Sを認め,pituitary

stalk,下垂体後葉 と連続 しているようであった.Gd

i,nh;IneHllHlt(.-).こlXgiogrこIPnyでは tum(-rstこIin,

ft､でdirlh,こlrt打y Llこもに無 し.supurこIS(,11こlrluTnOt･(I)諺

断ハ恥 二摘出術を試ふた.肉眼的に tum()rは l〕itLIjtary

removalは不可能であったため openhiopsyをことどめ

た,組織学的には ciliaを有する円柱上皮に覆われ そ

の下層には glialceilが認められ Rathke'screftcyst

と考えられた血術後経過は良好で独歩退院 した.
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症例は63歳女性,既往歴,家族歴に特記事項なし.辛

成 3年 1月めまい症状をこて CT を施行,鞍内責拠性病

変指摘 さJll来院 した.身長 15OcLm.体r-fi'_,15kg.理'羊

的,神経学的所鋸二異常を認めず.視野欠掴なし.頭蓋

中純写で鞍蟻は軽度に石-傾斜 していた.Cr 日工鞍内

お ､t〔∫鞍 卜部にかけて球 形し-I)はば均 -な低吸収城

(Hounsfieldullit9,i)1認れ 前壁が 一部 りンケ状に増

強 された_.MRlでは内'#は Tl,T2強調画像とも髄液

1095

よりやや高信号に捕出された.脳血管撮断では Al水

平部(r)軽度挙 上所見を認めた.--一般検査および内!')泌学

的所見上県常 を認めなかった.経蝶形骨洞手術を施行 し

た. 右鞍底 部骨組織は ･部破壊あり.燕悔し【髄液腔(l二は

交通 な く,壁は苗色硬し')組織であi‖甘露液は無色透明で

あ--,た.喪腹壁組織し')病坪標本より fくathke'sel(.ftcl,sl

と診断 した.同疾患は比較的稀であり,画像診断 卜も他

疾患との鑑別が困難なことが多い､文献的考察を交えて

報嘗サ る.

C17-31脳嘆欠損を合併した Epen直,malCyst
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Ependl,1m11cystは中枢神経系に発生す る喪胞性病

変で,脳梁欠損を合併するという報告が散見される.今回

脳梁欠損射出 ､側脳室内と半球開裂に発生した tltXlnd叩Iill

cystの稀な2症例を経験 したのでその画像診断上での

特徴をあわせて報告する.症例 且は5歳の男児で間代性

療轡を主訴にÅ院,神経学的に左手指をこ巧敵障害を認め

た.画像診断で右側脳室に2房鰹の藻脆性病変と脳梁の

部分欠損を認めた.側歯室内藤娘の診断で嚢胞開放術を

症例 2は2歳の女児で CT で異常を指摘 され精査 目的

に入院,神経学約をこ異常なく,画像診断で半球問裂に嚢

胞性病変と脳梁の完全欠損を認めた.半球間袈嚢胞の診

であった.
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とISymPtOmこIticpinealc)･st8例(I)神経放射線学的所

見を分析し,symplomこIticに変化したり腫癌性増 大-,:;:

示す例が左いか rollow-up した.【症例】頭痛,入㍉了fL､

左と'-で受診し.rl'.h､･11く1にて偶然松果体部に cl,Stを

認めた19-65 (平均4㌢き歳の堂例資性.寒病変と関係あ

る神経症状を示した例はなし.【方法】神経放射線学的

を行--)た.【結果】(i-1頭蓋単純写 :松果体部I_i灰化あり


